
（1）第974号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可） 2022年（令和4年）4月20日北 海 道 保 険 医 新 聞

　主な目次　

本会のホームページアドレス
http://h-hokenikai.com/

是非ご覧ください

（会員の購読料は、 会費に含まれています。）

Eメール info＠h-hokenikai.com

発行所･北海道保険医会
〒060-0042 
札幌市中央区大通西６丁目 
北海道医師会館３Ｆ

TEL.（011）231-6281 
FAX.（011）231-6283

編集発行人　加藤 康夫
●毎月５・20日発行 
●定価１部〒共120円 
●郵便振替 02790-3-20354

２
面
…
●
時
論
「
リ
フ
ィ
ル
処
方
導

入
は
時
期
尚
早
」

　
　
　

●
解
説
「
厚
労
省　

疑
義
解

釈
抜
粋
」

３
面
…
●
読
者
の
ひ
ろ
ば

４
面
…
●
医
科
保
険
診
療
研
究

　
　
　

●
保
険
医
こ
ぼ
れ
ば
な
し

　

本
会
は
3
月
23
日
、
後
藤

厚
労
大
臣
な
ら
び
に
鈴
木
北

海
道
知
事
へ
「
す
べ
て
の
医

療
機
関
に
対
し
て
十
分
な
財

政
的
援
助
を
求
め
る
」
要
請

を
行
っ
た
。

　

要
請
で
は
①
４
月
以
降
も

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
患
者
の
診
療
有
無
に
よ
ら

ず
、
感
染
防
止
対
策
、
減
収

補
填
等
も
対
象
と
し
た
十
分

な
支
援
金
を
医
療
機
関
に
交

付
す
る
こ
と
②
医
療
機
関
が

行
う
事
務
手
続
き
に
つ
い
て

は
簡
略
化
を
図
り
、
入
金
作

業
の
迅
速
化
、
申
請
期
間
の

弾
力
的
対
応
を
図
る
こ
と
―

を
求
め
た
。

　

本
会
が
先
に
行
っ
た
道
内

の
有
床
診
療
所
・
病
院
に
対

　医科は、3月21日に全国保険医団体連合会
（保団連）で開催の「2022年度新点数検討
会」の模様を収録した動画を配信いたします。
　下記URLまたはQRコードよりユーザー名
とパスワードを入力することで動画配信サイ
トにアクセス可能です。
　動画のご視聴に関しては、テキスト「点数
表改定のポイント」（医科）をご参照くださ
い。
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る
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か
ら
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後
の
経
営
が
「
悪

化
す
る
」
と
答
え
た
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６
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を
超
え
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り
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禍
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し
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収
益
は
、
４
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入
を
含
め
て
も
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と
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お
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、
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い
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と
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報
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「
発
熱
者
等
診
療
・
検
査
医

療
機
関
」の
指
定
に
よ
ら
ず
、

多
く
の
医
療
機
関
が
通
常
の

診
療
に
加
え
、
発
熱
患
者
の

診
療
や
ワ
ク
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ン
接
種
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業

へ
の
協
力
を
行
っ
て
お
り
、

医
療
現
場
の
過
大
な
経
済

的
・
人
的
負
担
は
依
然
続
い

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
回
の

要
請
を
行
っ
た
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団　体　名 電話番号 【FAX 番号】 〒 所　在　地

北海道保険医会 011-231-6281 【231-6283】 060-0042 札幌市中央区大通西6-6　北海道医師会館3F
青森県保険医協会 017-722-5483 【774-1326】 030-0823 青森市橋本 3-15-5　青森県保険医会館内

岩手県保険医協会 019-651-7341 【651-7374】 020-0034 盛岡市盛岡駅前通り 15-19　盛岡フコク生命ビル8F

宮城県保険医協会 022-265-1667 【265-0576】 980-0014 仙台市青葉区本町 2-1-29  仙台本町ホンマビル4F

秋田県保険医協会 018-832-1651 【833-6880】 010-0001 秋田市中通2-2-21　秋田ﾌｺｸ生命ビル2F

山形県保険医協会 023-642-2838 【642-2839】 990-0043 山形市本町 2-1-2　フコク生命ビル2F

福島県保険医協会 024-531-1151 【531-1153】 960-8252 福島市御山字中屋敷96番地　福島県保険医会館

茨城県保険医協会 029-823-7930 【822-1341】 300-0038 土浦市大町12-31

栃木県保険医協会 028-666-7814 【666-7815】 320-0864 宇都宮市住吉町1-10

群馬県保険医協会 027-220-1125 【220-1126】 371-0023 前橋市本町2-15-10　前橋フコク生命ビル8F

埼玉県保険医協会 048-824-7130 【824-7547】 330-0074 さいたま市浦和区北浦和 4-2-2　アンリツビル5F

千葉県保険医協会 043-248-1617 【245-1777】 260-0031 千葉市中央区新千葉 2-7-2　大宗センタービル4F

東京保険医協会 03-5339-3601 【5339-3449】 160-0023 新宿区西新宿 3-2-7　KDX 新宿ビル4F

　〃 三多摩分室 042-325-1351 【325-1802】 185-0021 国分寺市南町 3-25-9　カメダビル4F

東京歯科保険医協会 03-3205-2999 【3209-9918】 169-0075 新宿区高田馬場 1-29-8　いちご高田馬場ﾋﾞﾙ6F

神奈川県保険医協会 045-313-2111 【313-2113】 221-0835 横浜市神奈川区鶴屋町 2-23-2 　TS プラザビル2F

山梨県保険医協会 055-227-5434 【227-5435】 400-0862 甲府市朝気 1-3 ｰ 26

新潟県保険医会 025-241-8625 【241-4959】 950-0865 新潟市中央区本馬越 2-17-5

富山県保険医協会 076-442-8000 【442-3033】 930-0004 富山市桜橋通り 6-13　フコクビル 11F

石川県保険医協会 076-222-5373 【231-5156】 920-0902 金沢市尾張町 2-8-23　太陽生命金沢ビル8F

福井県保険医協会 0776-21-1660 【21-1649】 910-0038 福井市三ツ屋 2-704-1　

長野県保険医協会 026-226-0086 【226-8698】 380-0928 長野市若里1-5-26　長野県保険医会館

岐阜県保険医協会 058-267-0711 【267-0712】 500-8844 岐阜市吉野町6-14　大樹生命岐阜駅前ビル6F

静岡県保険医協会 054-281-6845 【281-7473】 422-8067 静岡市駿河区南町18-1　サウスポット静岡8F

愛知県保険医協会 052-832-1345 【834-3512】 466-8655 名古屋市昭和区妙見町19-2　愛知県保険医会館内

三重県保険医協会 059-225-1071 【225-1088】 514-0062 津市観音寺町429-13　

滋賀県保険医協会 077-522-1152 【525-3093】 520-0047 大津市浜大津 2-1-36　大津フコク生命ビル8F

京都府保険医協会 075-212-8877 【212-0707】 604-8162 京都市中京区烏丸通蛸薬師上ル七観音町637
インターワンプレイス烏丸6F

京都府歯科保険医協会 075-746-7680 【746-4711】 604-8106 京都市中京区堺町通御池下る丸木材木町670番地1
吉岡御池ビル2F

大阪府保険医協会 06-6568-7721 【6568-2389】 556-0021 大阪市浪速区幸町 1-2-33　大阪府保険医会館内 1F

大阪府歯科保険医協会 06-6568-7731 【6568-0564】 556-0021 大阪市浪速区幸町 1-2-33　大阪府保険医会館内 3F

兵庫県保険医協会 078-393-1801 【393-1802】 650-0024 神戸市中央区海岸通1-2-31　神戸ﾌｺｸ生命海岸通ﾋﾞﾙ5F

奈良県保険医協会 0742-33-2553 【34-9644】 630-8013 奈良市三条大路 2-1-10

和歌山県保険医協会 073-436-3766 【436-4827】 640-8157 和歌山市八番丁11番地　日本生命和歌山八番丁ﾋﾞﾙ8F

鳥取県保険医協会 0859-24-3063 【24-3066】 683-0853 米子市両三柳877-1　鳥取県保険医会館

島根県保険医協会 0852-25-6250 【27-5724】 690-0044 松江市浜乃木4-4-1　久谷ビル1F

岡山県保険医協会 086-277-3307 【277-3371】 703-8266 岡山市中区湊  487-1　

広島県保険医協会 082-262-5424 【262-5427】 732-0825 広島市南区金屋町 2-15 KDX 広島ビル4F

山口県保険医協会 083-973-9630 【974-5900】 754-0026 山口市小郡栄町1-2　山口県保険医会館内

徳島県保険医協会 088-626-1221 【623-6754】 770-0847 徳島市幸町 1-44　徳島フコク生命ビル5F

香川県保険医協会 087-802-1335 【802-1336】 760-0057 高松市旅篭町14-8　ボヌール旅篭1F

愛媛県保険医協会 089-989-2511 【989-2711】 790-0003 松山市三番町4丁目7-7　愛媛汽船松山ビル3F

高知保険医協会 088-832-5231 【832-5229】 780-8035 高知市河ノ瀬町41-1　AQUSH ビル4F

福岡県保険医協会 092-451-9025 【451-6642】 812-0016 福岡市博多区博多駅南1-2-3　博多駅前第一ﾋﾞﾙ8F

福岡県歯科保険医協会 092-473-5646 【473-7182】 812-0016 福岡市博多区博多駅南1-2-3　博多駅前第一ﾋﾞﾙ8F

佐賀県保険医協会 0952-29-1933 【23-5218】 840-0801 佐賀市駅前中央 1-9-45　大樹生命佐賀駅前ビル4F

長崎県保険医協会 095-825-3829 【825-3893】 850-0056 長崎市恵美須町 2-3　フコク生命ビル2F

熊本県保険医協会 096-385-3330 【385-6448】 862-0950 熊本市中央区水前寺 6-50-25　中島ビル4F

大分県保険医協会 097-568-0066 【568-1570】 870-0951 大分市大字下郡1602-1　大分県保険医会館1F

宮崎県保険医協会 0985-29-9516 【29-1256】 880-0056 宮崎市神宮東 3-4-21　山本コーポ1F

鹿児島県保険医協会 099-254-8662 【254-8667】 890-0056 鹿児島市下荒田 3-44-18　のせビル3F

沖縄県保険医協会 098-832-7813 【832-4482】 902-0078 那覇市字識名1195-1　大城産業ビル1F　106号

全国保険医団体連合会 03-3375-5121 【3375-1862】 151-0053 渋谷区代々木 2-5-5　新宿農協会館内
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３
月
初
め
つ
い
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
罹
患
し
た
。

前
日
娘
の
感
染
が
わ
か
り
、

濃
厚
接
触
者
と
し
て
検
査
で

診
断
さ
れ
た
。
４
人
家
族
の

３
人
が
陽
性
と
な
り
全
員
自

宅
隔
離
と
な
っ
た
▼
ま
ず
い

こ
と
に
、
陽
性
発
覚
の
前
日

に
４
人
を
訪
問
診
療
し
て
い

た
。
そ
れ
ぞ
れ
脊
髄
損
傷
、

重
度
認
知
症
、
神
経
難
病
、

蘇
生
後
脳
症
の
患
者
で
マ
ス

ク
は
難
し
い
。
移
動
も
困
難

で
容
易
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
も
で

き
な
か
っ
た
が
、
幸
い
介
護

者
を
含
め
発
症
は
な
か
っ

た
。
自
宅
隔
離
中
は
、病
状
の

安
定
し
た
再
来
患
者
の
み
オ

ン
ラ
イ
ン
で
診
療
を
行
っ
た

▼
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
毒
性
が

弱
い
た
め
か
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
お
か
げ
か
、
家
族
全
員
が

軽
症
で
済
み
、
職
員
や
外
来

患
者
に
も
陽
性
は
確
認
さ
れ

て
い
な
い
。
必
要
最
低
限
の

対
策
で
も
感
染
は
容
易
に
広

が
ら
ず
、
現
状
多
く
の
陽
性

者
も
軽
症
で
回
復
す
る
よ
う

だ
▼
重
点
措
置
期
間
中
、
飲

食
店
は
時
短
営
業
を
強
い
ら

れ
、多
く
の
国
民
は
行
動
制
限

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
欧
米

で
は
規
制
緩
和
が
進
ん
で
お

り
、国
内
で
は
感
染
分
類
変
更

の
議
論
が
あ
る
。
今
後
の
対

応
は
高
リ
ス
ク
患
者
、
学
校

や
高
齢
者
施
設
等
に
重
点
化

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
国
民

の
ス
ト
レ
ス
は
ピ
ー
ク
に
あ

り
、エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た

対
策
を
求
め
た
い
。 
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厚労大臣ならびに厚労大臣ならびに
道知事に支援要請道知事に支援要請

本会の要請文の内容

　日々の厚生行政へのご尽力に敬意を表します。
　北海道の新型コロナウイルス感染者数は日々増減を繰り返し、予断を許さな
い状況下におかれています。このような中、「発熱者等診療・検査医療機関」の
指定によらず、多くの医療機関が通常の診療に加え、発熱患者の診療やワクチン
接種事業への協力を行っており、医療現場の過大な経済的・人的負担は依然続い
ております。
　財政支援策では、全医療機関が対象となる「新型コロナウイルス感染症感染拡
大防止継続支援補助金」は散発的な実施に留まり、「発熱者等診療・検査医療機
関」の設置やコロナ患者の病床確保といった、直接的な診療体制の整備が主な支
援対象となっております。また、疑い患者を外来診療した場合の特例的な診療報
酬の措置も、2022年4月に行われた診療報酬改定で新点数として置き換えられ
ましたが、算定のハードルは高く、全ての医療機関が対象となるものではありま
せん。
　本会が2022年1月に実施した道内の有床診療所・病院に対する医業経営調査
では、今後の経営が「悪化する」と答えた医療機関は6割を超えています。コロ
ナ禍以前と比較した収益については、4割が補助金収入を含めても「赤字」にな
ると回答しました。今後、さらなる感染拡大が起こった際に必要な支援策として
「補助金等の経済的支援」を一番に挙げており、引き続き一層の財政支援措置が
求められています。
　つきましては、新型コロナウイルス感染拡大から患者・国民の健康と命を守り、
医療機関の診療体制の確保、充実を図るため以下のことを要請致します。

記

一、４月以降も新型コロナウイルス感染症患者の診療有無によらず、感染防止対
策、減収補填等も対象とした十分な支援金を医療機関に交付すること

一、医療機関が行う事務手続きについては簡略化を図り、入金作業の迅速化、申
請期間の弾力的対応を図ること

以上

すべての医療機関に対して十分な財政的援助を求める

2022年3月23日
厚生労働大臣　後藤　茂之　殿

一般社団法人北海道保険医会
会　　　長　加　藤　康　夫
政 策 部 長　伊　藤　正　美

医科新点数検討会  動画のご案内

一般社団法人　北海道保険医会
第10回　代議員総会のご案内

●日時 ： 5月28日（土）午後5時から
●場所 ： 札幌ビューホテル大通公園

改定のポイントを解説改定のポイントを解説医科点数医科点数
検 討 会検 討 会

　
４
月
３
日
、
診
療
報
酬
改
定
に
伴
う
医
科
の
新
点
数
検
討
会
を
、
会
場
の
人

数
を
制
限
す
る
な
ど
感
染
症
対
策
を
十
分
に
行
い
開
催
し
た
。
２
０
０
名
を
超

え
る
参
加
が
あ
っ
た
。
検
討
会
で
は
、「
点
数
表
改
定
の
ポ
イ
ン
ト
」を
資
料
に

審
査
対
策
部
の
講
師
団
が
改
定
の
内
容
に
つ
い
て
解
説
。
質
疑
応
答
で
は
、
多

数
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
参
加
者
は
最
後
ま
で
真
剣
な
面
持
ち
で
聞
き
入
っ
て

い
た
。

　

鈴
木
審
査
対
策
部
長
の
司

会
の
も
と
、
は
じ
め
に
加
藤

会
長
よ
り
「
情
報
通
信
機
器

を
用
い
た
初
診
や
リ
フ
ィ
ル

処
方
が
導
入
さ
れ
、
新
た
な

政
策
誘
導
が
図
ら
れ
た
改
定

と
な
っ
た
。
本
会
は
会
員
の

医
療
機
関
の
健
全
な
経
営
と

道
民
の
健
康
維
持
の
た
め
に

日
々
活
動
し
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
も
み
な
さ
ま
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
い
」
と
の
挨

拶
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
本
会
審
査
対
策

部
の
講
師
団
が
「
点
数
表
改

定
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
資
料
に

今
次
改
定
の
主
要
ポ
イ
ン
ト

を
解
説
し
た
。

　

入
院
外
の
点
数
で
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
用
い

た
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ

ス
テ
ム
の
推
進
と
し
て
「
電

子
的
保
健
医
療
情
報
活
用
加

算
」
が
新
設
さ
れ
、
そ
の
算

定
要
件
や
施
設
基
準
に
関
し

て
確
認
が
行
わ
れ
た
。ま
た
、

地
域
包
括
診
療
料
な
ど
の
届

出
が
要
件
と
な
っ
て
い
た

「
機
能
強
化
加
算
」に
訪
問
診

療
や
看
取
り
を
行
っ
た
患
者

数
等
の
実
績
要
件
が
一
部
追

加
さ
れ
た
こ
と
や
、
改
定
の

目
玉
の
１
つ
と
な
っ
て
い
た
、

平
時
か
ら
の
感
染
症
対
策
を

評
価
す
る
「
外
来
感
染
症
対

策
加
算
」
に
つ
い
て
医
療
機

関
の
連
携
や
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
説

明
し
た
。

　

在
宅
医
療
で
は
、
在
医
総

管
・
施
設
総
管
に
、
訪
問
に

よ
る
対
面
診
療
と
情
報
通
信

機
器
に
よ
る
診
療
を
組
み
合

わ
せ
た
点
数
区
分
が
新
設
さ

れ
、
さ
ら
に
複
雑
化
し
た
こ

と
を
説
明
し
た
。

　

投
薬
に
関
し
て
は
、
湿
布

薬
の
投
薬
制
限
が
厳
格
化
さ

れ
た
こ
と
や
後
発
医
薬
品
使

用
体
制
加
算
で
は
後
発
品
の

数
量
割
合
が
引
き
上
げ
ら
れ

た
こ
と
を
確
認
し
た
。
新
規

導
入
さ
れ
た
リ
フ
ィ
ル
処
方

に
つ
い
て
は
、
運
用
に
あ
た

っ
て
不
明
な
部
分
も
あ
り
、

今
後
の
通
知
な
ど
に
注
意
が

必
要
と
し
た
。

　

入
院
点
数
で
は
、
デ
ー
タ

提
出
加
算
の
届
出
を
要
件
と

す
る
入
院
料
が
拡
大
さ
れ
、

該
当
す
る
入
院
料
を
も
つ
医

療
機
関
に
注
意
を
呼
び
掛
け

た
。
ま
た
従
来
の
感
染
防
止

対
策
加
算
が
、
名
称
変
更
・

再
編
さ
れ
感
染
対
策
向
上
加

算
と
な
る
も
、
検
討
会
時
点

で
該
当
す
る
医
療
機
関
が
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
「
重
点
医
療
機
関
」「
協
力

医
療
機
関
」「
診
療
・
検
査
医

療
機
関
」
に
限
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
紹
介
し
た
。

　
そ
の
後
の
質
疑
応
答
で
は
、

リ
フ
ィ
ル
処
方
の
取
扱
い
を

は
じ
め
、
感
染
対
策
向
上
加

算
や
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
臨

時
特
例
の
対
応
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
。

（
２
面
：
疑
義
解
釈
の
抜
粋
、

４
面
：
投
薬
の
改
定
点
） 参加ご希望の方は事務局までお知らせください



第974号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可）2022年（令和4年）4月20日 北 海 道 保 険 医 新 聞 （2）

　

中
医
協
で
十
分
な
議
論

な
く
、
医
療
保
険
制
度
に

リ
フ
ィ
ル
処
方
が
導
入
さ

れ
た
。
リ
フ
ィ
ル
は
「
補

充
」
の
意
味
で
、
患
者
は

一
定
期
間
内
で
あ
れ
ば
同

じ
処
方
箋
を
繰
り
返
し
使

用
で
き
、
医
師
の
診
察
を

受
け
ず
に
薬
局
で
薬
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

処
方
箋
の
使
用
回
数
の
上

限
は
３
回
。
新
薬
や
麻

薬
、
向
精
神
薬
、
湿
布
薬

は
対
象
外
と
な
る
。
１
回

当
た
り
の
投
薬
日
数
や
、

総
投
薬
期
間
は
医
師
が
患

者
の
病
状
な
ど
を
踏
ま
え

個
別
に
判
断
す
る
。

　

２
０
１
０
年
か
ら
制
度

化
に
関
す
る
議
論
が
行
わ

れ
た
が
、
断
続
的
で
ほ
ぼ

中
断
さ
れ
て
き
た
。
リ

フ
ィ
ル
処
方
導
入
に
よ
っ

て
、
医
療
機
関
の
再
診
料

や
処
方
箋
料
が
減
少
し
、

改
定
率
換
算
で
０・
１
％

（
国
費
１
１
０
億
円
）
の

削
減
が
見
込
ま
れ
て
い
る

が
、
現
場
で
ど
の
程
度
運

用
さ
れ
る
か
は
不
透
明
で

あ
る
。
実
際
に
、
開
業
医

の
多
く
は
リ
フ
ィ
ル
処
方

に
反
対
し
て
い
る
。
そ
の

理
由
と
し
て
、
受
診
抑
制

に
よ
る
収
入
減
少
、
患
者

の
病
状
悪
化
や
副
作
用
発

現
の
見
逃
し
に
対
す
る
懸

念
を
挙
げ
て
い
る
。

　

リ
フ
ィ
ル
処
方
で
は
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
受
診
勧

奨
、
処
方
医
へ
の
速
や
か

な
情
報
共
有
が
薬
剤
師
に

求
め
ら
れ
る
が
、
あ
く
ま

で
処
方
・
投
薬
の
責
任
は

医
師
に
あ
る
。
現
状
で
は

医
薬
連
携
が
十
分
に
整
備

さ
れ
て
お
ら
ず
、
医
師
の

説
明
責
任
は
増
え
る
た
め

導
入
に
は
慎
重
に
対
応
す

る
必
要
が
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
処
方
の
長

期
化
が
加
速
し
、
患
者
の

健
康
管
理
が
よ
り
難
し
く

な
っ
て
い
る
。
リ
フ
ィ
ル

処
方
の
導
入
で
対
面
診
療

が
更
に
減
少
す
る
事
で
必

要
な
診
療
が
よ
り
縮
小
す

る
恐
れ
が
あ
る
。
現
状
で

の
導
入
は
、
診
療
の
質
低

下
を
更
に
悪
化
さ
せ
か
ね

な
い
。
よ
っ
て
、
リ
フ
ィ

ル
処
方
導
入
は
時
期
尚
早

で
あ
る
。
本
来
は
患
者
の

命
と
健
康
を
守
る
視
点
が

優
先
さ
れ
る
べ
き
で
あ

り
、
医
療
費
削
減
や
患
者

の
利
便
性
向
上
だ
け
を
目

的
と
し
た
導
入
は
医
療
の

安
全
性
が
損
な
わ
れ
る
だ

け
で
本
末
転
倒
で
あ
る
。

　

リ
フ
ィ
ル
処
方
が
過
去

の
後
発
医
薬
品
促
進
の
よ

う
に
、
医
療
費
抑
制
策
の

一
環
で
あ
る
こ
と
は
明
白

で
あ
り
、
安
易
に
応
じ
る

べ
き
で
は
な
い
。
本
会

は
、
リ
フ
ィ
ル
処
方
が
も

た
ら
す
疾
病
管
理
の
質
低

下
、
医
療
経
営
へ
の
負
の

影
響
を
十
分
に
注
視
し
、

方
針
転
換
す
る
よ
う
政
府

に
強
く
求
め
て
い
く
。 

リ
フ
ィ
ル
処
方
導
入
は�
�

時
期
尚
早

ま
し
た
。

　

ま
だ
加
入
さ
れ
て
い
な
い

先
生
は
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご

検
討
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

　厚労省は3月31日付けで「疑義解釈資料の送付について（そ
の１）」を発出しました。医科関係については計200問以上
示されています。今回はその中でもより重要と思われる内容
を抜粋して掲載します。元の事務連絡の詳細は本会HPまた
は厚労省HPをご確認ください。

厚労省 疑義解釈抜粋
令和４年度診療報酬改定解  説

【初診料（情報通信機器を用いた場合）】
　問　		 区分番号「Ａ０００」初診料の注１のただし書に規定する情報通信機器を

用いた初診を行った結果、医師が続けて対面診療を行う必要があると判断し、
患者に来院して対面診療を受けるよう指示し、同日に当該保険医療機関にお
いて対面診療を行った場合の初診料の算定は、どのように考えればよいか。

　  区分番号「Ａ０００」初診料288点のみを算定すること。

【機能強化加算】
　問　		 区分番号「Ａ０００」初診料の注10に規定する機能強化加算の施設基準

において、地域におけるかかりつけ医機能として、必要に応じ実施する対応
について、「ホームページ等に掲示する等の取組を行っていること」とされ
ているが具体的にはどのようなことを指すのか。

　  例えば、  
・　当該保険医療機関のホームページへの掲載  
・　自治体、地域医師会等のホームページ又は広報誌への掲載  
・　医療機能情報提供制度等への掲載  
等が該当する。

【外来感染対策向上加算、感染対策向上加算】
　問　		 区分番号「Ａ２３４－２」の「１」感染対策向上加算１の施設基準におけ

る「新興感染症の発生時等に、都道府県等の要請を受けて感染症患者を受け
入れる体制」について、具体的にはどのような保険医療機関が該当するか。

　  現時点では、新型コロナウイルス感染症に係る重点医療機関が該当する。

　問　		 区分番号「Ａ２３４－２」の「２」感染対策向上加算２の施設基準におけ
る「新興感染症の発生時等に、都道府県等の要請を受けて･･･疑い患者を受
け入れる体制」について、具体的にはどのような保険医療機関が該当するか。

　  現時点では、新型コロナウイルス感染症に係る協力医療機関が該当する。

【電子的保健医療情報活用加算】
　問　		 区分番号「Ａ０００」初診料の注14に規定する電子的保健医療情報活用

加算について、ただし書の「当該患者に係る診療情報等の取得が困難な場合」
とは、どのような場合が対象となるのか。

　  当該加算は、保険医療機関においてオンライン資格確認等システムが開始
され、診療情報等を取得し、当該情報を活用して診療等を実施できる体制が
整えられていることを評価する趣旨であることから、オンライン資格確認等
システムの運用を開始している保険医療機関であれば、実際に患者が個人番
号カードを持参せず、診療情報等の取得が困難な場合であっても、ただし書
の「当該患者に係る診療情報等の取得が困難な場合」に該当するものとして
差し支えない。 　 
　また、患者の個人番号カードが破損等により利用できない場合や患者の個
人番号カードの利用者証明用電子証明証が失効している場合なども、同様に
該当する。

【外来管理加算】
　問　		 区分番号「Ａ００１」再診料の注８に規定する外来管理加算について、注

１に規定する情報通信機器を用いた再診を行った場合も算定可能か。
　  外来管理加算の算定に当たっては、医師は丁寧な問診と詳細な身体診察（視

診、聴診、打診及び触診等）を行う必要があるため、算定不可。

【小児運動器疾患指導管理料】
　問　		 区分番号「Ｂ００１」の「28」小児運動器疾患指導管理料について、20

歳未満の患者が対象とされているが、当該患者が20歳に達する日の前日ま
で算定可能ということか。

　  そのとおり。

【アレルギー性鼻炎免疫療法治療管理料】
　問　		 区分番号「Ｂ００１」の「35」アレルギー性鼻炎免疫療法治療管理料に

ついて、令和４年３月31日時点で既にアレルギー性鼻炎免疫療法を実施し
ている患者についても算定可能か。

　  令和４年３月31日時点でアレルギー性鼻炎免疫療法を実施中の患者につ
いては、「ロ ２月目以降」に限り算定可。

　問　		 区分番号「Ｂ００１」の「35」アレルギー性鼻炎免疫療法治療管理料に
ついて、既にアレルギー性鼻炎免疫療法を開始していた患者が、転居等によ
り、紹介を受けて他の保険医療機関において治療を開始する場合、「イ	１月目」
の点数は算定可能か。

　  算定不可。当該患者については、「ロ ２月目以降」に限り算定可。

答

答

答

答

答

答

答

答

答

【下肢創傷処置管理料】 
　問　		 区分番号「Ｂ００１」の「36」下肢創傷処置管理料の施設基準において

求める医師の「下肢創傷処置に関する適切な研修」には、具体的にはどのよ
うなものがあるか。

　  現時点では、一般社団法人日本フットケア・足病医学会「日本フットケア
足病医学会認定師 講習会」のうち「Ver.2」が該当する。

【こころの連携指導料(Ⅰ)】
　問　		 区分番号「Ｂ００５－12」こころの連携指導料(Ⅰ )について、心療内科

又は精神科を標榜する保険医療機関の心療内科又は精神科を担当する医師が、
患者の病態を踏まえ、他の心療内科又は精神科に当該患者を紹介した場合、
当該指導料は算定可能か。

　  算定不可。

【診療情報提供料(Ⅰ)】
　問　		 区分番号「Ｂ００９」診療情報提供料(Ⅰ )の注７について、以下の者に

対して、アナフィラキシーの既往歴のある患者又は食物アレルギー患者に関
する診療情報等を提供する場合は、どの様式を用いる必要があるか。	 	
　　①		幼稚園の学校医	 	
　　②		認定こども園の嘱託医

　  それぞれ以下のとおり。  
　　①  適切な情報提供がなされるよう、患者の状況に応じて、別紙様式14 
　　　  の２と別紙様式14の3のいずれかを用いること。  
　　②  別紙様式14 の２を用いること。

【在宅時医学総合管理料、施設入居時等医学総合管理料】
　問　		 区分番号「Ｃ００２」在宅時医学総合管理料及び区分番号「Ｃ００２－２」

施設入居時等医学総合管理料について、月１回訪問診療を実施し、翌月に複
数回の情報通信機器を用いた診療を行う在宅診療計画を策定した上で当該診
療を実施した場合、在宅時医学総合管理料又は施設入居時等医学総合管理料
の算定方法はどのようになるか。

　  「月１回訪問診療等を行っている場合であって、２月に１回に限り情報通
信機器を用いた診療を行っている場合」の所定点数を算定する。

　問　		 区分番号「Ｃ００２」在宅時医学総合管理料及び区分番号「Ｃ００２－２」
施設入居時等医学総合管理料について、情報通信機器を用いた診療を行う在
宅診療計画を策定し、当該診療を実施した場合、情報通信機器を用いた診療
に係る基本診療料は別に算定できるか。

　  当該診療に係る基本診療料については、在宅時医学総合管理料又は施設入
居時等医学総合管理料に包括されており、別に算定できない。

　問　		 区分番号「Ｃ００２」在宅時医学総合管理料及び区分番号「Ｃ００２－２」
施設入居時等医学総合管理料について、「訪問診療と情報通信機器を用いた
診療を組み合わせた在宅診療計画を作成する」場合は、診療の組合せについ
てどのように考えればよいか。

　  在宅医療を開始する場合は、初回の診療は訪問診療により実施するよう在
宅診療計画の作成を行うこと。なお、原則として、２月連続で訪問診療を行
わず、情報通信機器を用いた診療のみを実施することはできない。

答

答

答

答

答

答
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新
年
度
が
始
ま
る
。
私
の

所
属
す
る
勤
医
協
中
央
病
院

に
は
毎
年
十
数
名
の
初
期
研

修
医
が
入
職
す
る
。
今
年
も

14
名
が
２
年
間
の
初
期
研
修

を
修
了
し
、
新
し
く
13
名
の

医
師
を
迎
え
る
。
彼
ら
の
２

年
間
の
成
長
は
目
を
見
張
る

も
の
が
あ
る
。
最
初
は
手
取

り
足
取
り
指
導
し
て
い
た
研

修
医
が
、
２
年
後
に
は
多
く

の
こ
と
を
ひ
と
り
で
出
来
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
初
期

研
修
医
た
ち
の
努
力
の
成
果

で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ

が
、そ
れ
を
指
導
す
る
医
師
・

コ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
の

サ
ポ
ー
ト
が
不
可
欠
で
あ

る
。
そ
の
指
導
内
容
は
、
診

断
・
検
査
・
治
療
に
関
わ
る

知
識
・
技
術
の
み
な
ら
ず
、

患
者
・
そ
の
家
族
・
医
療
者

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ス
キ
ル
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
や
臨
床
倫
理
、
生

涯
学
習
、研
究
や
学
会
発
表
、

医
療
経
済
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
。
保
険
診
療
に
関
す
る
こ

と
も
も
ち
ろ
ん
含
ま
れ
る
。

　

自
分
が
直
接
初
期
研
修
医

の
指
導
に
関
わ
る
機
会
は
減

っ
て
し
ま
っ
た
が
、
以
前
初

期
臨
床
研
修
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

責
任
者
を
務
め
て
い
た
こ
と

が
あ
り
、
研
修
指
導
に
は
興

味
が
あ
る
。
日
本
医
学
教
育

学
会
が
主
催
し
た
医
学
教
育

専
門
家
養
成
コ
ー
ス
を
（
自

腹
で
）
受
講
し
た
こ
と
も
あ

っ
た
。
人
に
教
え
る
と
い
う

こ
と
は
自
ら
の
勉
強
に
な
る

こ
と
で
も
あ
り
、
少
な
い
な

が
ら
も
そ
の
機
会
を
大
切
に

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
た

だ
、注
意
す
べ
き
点
が
あ
る
。

シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
レ
ビ
ュ

ー
に
よ
る
と
、
医
師
の
臨
床

能
力
は
経
験
を
積
む
ほ
ど
落

ち
て
い
く
と
い
う
の
だ

（Systematic Review : The 
Relationship between 
Clinical Experience and 
Quality of Health Care. 
Ann Intern Med 2005; 
142:260-273

）。こ
の
こ
と

を
踏
ま
え
る
と
、
研
修
指
導

と
い
っ
て
も
上
か
ら
目
線
で

は
な
く
初
期
研
修
医
と
一
緒

に
勉
強
し
て
い
く
と
い
う
謙

虚
さ
が
重
要
だ
と
考
え
て
い

る
。
時
に
は
、初
期
研
修
医
か

ら
新
し
い
知
識
を
教
え
て
も

ら
う
こ
と
も
あ
り
、適
切
な
関

係
性
を
構
築
で
き
れ
ば
研
修

医
教
育
は
自
ら
の
生
涯
学
習

に
も
つ
な
が
る
よ
う
に
思
う
。

　

新
年
度
、
ま
た
新
た
な
気

持
ち
で
初
期
研
修
医
と
向
き

合
い
た
い
も
の
で
あ
る
。

　　

２
０
２
０
年
6
月
に
歯
科

医
院
を
開
業
し
て
か
ら
、
歩

く
距
離
が
め
っ
き
り
少
な
く

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は

病
院
歯
科
に
勤
務
し
て
い
た

た
め
、
医
局
が
あ
る
4
階
ま

で
階
段
の
上
り
下
り
を
１
日

３
回
、
隣
接
す
る
ク
リ
ニ
ッ

ク
（
ク
リ
ニ
ッ
ク
内
に
歯
科

が
あ
り
ま
す
）
間
の
移
動
を

１
日
２
往
復
し
て
い
た
の
で
、

適
度
の
運
動
に
は
な
っ
て
い

ま
し
た
（
時
々
車
を
使
っ
て

い
ま
し
た
が
）。し
か
し
今
度

の
勤
務
先
は
車
で
ド
ア
ト
ゥ

ド
ア
の
た
め
、
ほ
と
ん
ど
歩

か
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
歩
く
と
き
に
つ
ま
ず
く

と
か
、
車
に
乗
る
と
き
に
足

が
上
が
ら
な
い
と
か
、
体
力

の
低
下
を
感
じ
始
め
、
歯
科

医
院
に
隣
接
し
て
い
る
パ
ー

ソ
ナ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
に
通

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
初
の
測
定
で
体
脂
肪
率

30
％
超
え
、
体
重
77
キ
ロ

（
自
分
で
は
ず
っ
と
68
キ
ロ

程
度
だ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
）
さ
ら
に
筋
肉
量
の
少
な

さ
を
指
摘
さ
れ
週
２
回
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
始
め
ま
し

た
。
パ
ー
ソ
ナ
ル
ト
レ
ー
ナ

ー
が
常
に
つ
い
て
く
れ
る
の

で
、
私
の
状
況
に
応
じ
て
徐

々
に
メ
ニ
ュ
ー
が
変
わ
っ
て

い
き
ま
す
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
内
容
は
足
腰
と
上
半
身
の

強
化
で
、
ス
ク
ワ
ッ
ト
と
ダ

ン
ベ
ル
が
メ
イ
ン
で
す
。
ス

ク
ワ
ッ
ト
と
い
っ
て
も
数
種

類
あ
り
、
き
つ
い
で
す
。
運

動
不
足
と
年
齢
の
せ
い
も
あ

り
60
分
で
も
う
足
が
ガ
ク
ガ

ク
し
て
立
っ
て
い
る
の
が
精

一
杯
で
す
。
何
よ
り
「
先
生

の
年
齢
（
57
才
）
で
は
片
足

で
２
分
く
ら
い
立
て
な
い
と

だ
め
だ
」
と
言
わ
れ
る
片
足

立
ち
が
30
秒
も
続
き
ま
せ

ん
。
お
腹
に
力
を
入
れ
て
、

背
筋
と
足
を
延
ば
し
て
の
片

足
立
ち
、
こ
ん
な
こ
と
今
ま

で
し
た
こ
と
な
か
っ
た
し
。

ま
た
体
が
硬
く
て
、
特
に
肩

甲
骨
と
股
関
節
の
動
き
が
悪

い
ら
し
く
、
そ
う
い
わ
れ
る

と
足
が
開
か
な
い
し
、
鏡
で

み
て
も
肩
甲
骨
が
動
い
て
い

な
い
。
そ
れ
で
も
１
年
近
く

継
続
し
体
重
が
70
・
５
㎏
ま

で
落
ち
ま
し
た
が
い
ま
だ
に

70
を
切
れ
ま
せ
ん
。
体
脂
肪

率
は
25
％
く
ら
い
ま
で
下
が

り
ま
し
た
。

　

せ
っ
か
く
鍛
え
て
い
る
の

で
「
せ
め
て
腹
筋
を
割
り
た

い
」
と
言
っ
て
み
た
ら
、
体

脂
肪
率
10
パ
ー
切
ら
な
い
と

だ
め
だ
そ
う
で
す
。
一
応
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
目
的
は
体
幹

の
強
化
で
す
が
、
腹
筋
割
る

た
め
に
よ
り
一
層
頑
張
っ
て

み
ま
す
。
誰
か
に
見
せ
る
わ

け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
。

新
年
度

新
年
度    

初
期
研
修
医

初
期
研
修
医

札
幌
支
部
　
勤
医
協
中
央
病
院
　

臺
野
　
　
巧

体
幹
を
鍛
え
る
話

体
幹
を
鍛
え
る
話

帯
広・十
勝
支
部
　
中
町
歯
科
　

深
沢
　
　
亨

お問い合わせは、北海道保険医会事務局まで。　　 Tel  011- 231- 6281　  Fax  011- 231- 6283 　 Eメール  info@h-hokenikai.com

①法人加入は原則全額損金算入できます。
②断然安い保険料で最高6,000万円まで保障します。
③剰余金が生じた場合は配当金としてお支払いします！
④面倒な医師の診査は不要。簡単な告知でお申込みできます。

メ
リ
ッ
ト

〈お申込み資格〉・会員·配偶者…満65歳６カ月未満の方
　　　　　　　・こども…満２歳６カ月超　満22歳６カ月以下の方

月額保険料と保障金額　＜会員本人　男性の場合＞　※一部抜粋
保険年齢 6,000万円 5,000万円 1,000万円 500万円
46～50歳 14,100円 11,750円 2,350円 1,175円
51～55歳 20,520円 17,100円 3,420円 1,710円
56～60歳 29,640円 24,700円 4,940円 2,470円
61～65歳 45,360円 37,800円 7,560円 3,780円

死亡時・高度障害時にお支払いする保険グループ保険グループ保険
昨年度配当率
52.79％ !

保険医休業保障共済保険保険医休業保障共済保険

保険医年金保険医年金

加藤会長（右）と菅野共済部長

ま
し
た
。

　

ま
だ
加
入
さ
れ
て
い
な
い

先
生
は
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご

検
討
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、

普
及
期
間
中
は
受
託
生
命
保

険
会
社
職
員
（
大
樹
・
明
治

安
田
・
富
国
・
日
本
・
第
一
）

が
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
面
談
の
機
会
を
い
た
だ

け
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

４
月
１
日
よ
り
、
保
険
医

休
業
保
障
共
済
保
険
（
以

下
、「
休
保
制
度
」）・
保
険

医
年
金
の
新
規
募
集
が
開
始

し
ま
し
た
。

　

休
保
制
度
は
制
度
改
善
を

行
い
、
掛
金
は
据
え
置
き
の

ま
ま
で
免
責
期
間
の
短
縮
等

を
し
ま
し
た
。
入
院
療
養
の

場
合
は
１
日
目
か
ら
給
付
さ

れ
、
休
保
制
度
ひ
と
つ
で
短

期
・
長
期
の
休
業
リ
ス
ク
に

備
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
医
年
金
は
低

金
利
の
情
勢
の
中
で
も
安
定

し
た
運
営
と
高
い
予
定
利
率

で
、
多
く
の
先
生
か
ら
好
評

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

昨
年
度
は
１
５
６
名
の
先
生

か
ら
お
申
込
み
を
い
た
だ
き

（2022年7月1日より適用）
予定利率（最低保証利率）  1.140％

加 入 日：2022年８月１日
お申込み締切日：５月25日

加 入 日：2022年９月１日
お申込み締切日：６月25日

積立方法 ２種類の方法から選べます　（月払：1口１万円～ ／ 一時払：1口50万円～）

※　積立額は概算です。給付額は現時点では確定しておらず、変動（増減）する可能性があります。

▲ 上図　積立イメージ図　　■■ 掛金　　■■ 積立額（脱退一時金額）

共
済
制
度
運
営
委
員
会
を
開
催

共
済
制
度
運
営
委
員
会
を
開
催

～共済部だより～～共済部だより～

春の共済  申込受付が春の共済  申込受付が
開始しました！開始しました！

╲╲ さらに給付が手厚くなってもっと頼りになる制度に！ ╱╱

入院は１日目から給付！自宅療養の免責は３日に短縮！
※どちらも2022年8月1日より適用

　　　掛金は満期までずっと上がりません。
　　　しかも！掛け捨てではありません。 ※加入後３年以上の場合

掛金は据え置きなのに

新型コロナウイルス感染症の濃厚接触でも給付対象となる場合があります
　休保制度では「新型コロナウイルス感染症＜疑い含む＞（以下、コロナ）」による
休業も給付対象です。本制度で給付を受けるためには完全に業務を休むこと、医療
機関を受診し所定の医療証明書を提出することが要件となっています。
　そのため、コロナの濃厚接触者（PCR検査陰性）となったことによる休業に関し
てもPCR検査および保健所の指示のみでの休業は給付対象外となります。給付を受
けるためには必ず休業期間中に医療機関に受診（※）し、所定の医療証明書を提出い
ただく必要がありますのでご注意ください。
※コロナ＜疑い含む＞による休業については電話・オンラインによる受診を含みます。

　

３
月
12
日
、
全
道
各
地
か

ら
担
当
委
員
が
出
席
し｢

共

済
制
度
運
営
委
員
会｣

を
オ

ン
ラ
イ
ン
会
議
で
開
催
し
た
。

　

は
じ
め
に
加
藤
会
長
よ
り

挨
拶
が
あ
り
、
本
会
の
共
済

制
度
は
会
員
の
生
活
の
大
き

な
支
え
で
あ
る
と
と
も
に
本

会
事
業
の
大
き
な
柱
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
共
済
制
度
の
認

知
度
向
上
・
普
及
拡
大
の
た

め
に
も
各
委
員
へ
更
な
る
理

解
・
協
力
を
求
め
た
。

　

続
い
て
本
会
の
共
済
制
度

の
現
在
の
加
入
状
況
や
収

支
・
決
算
の
報
告
が
行
わ

れ
、
保
険
医
年
金
・
グ
ル
ー

プ
保
険
は
幹
事
会
社
で
あ
る

大
樹
生
命
・
富
国
生
命
よ
り

説
明
が
あ
り
、
順
調
に
推
移

し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。
最
後
に
休
保
制
度
に
つ

い
て
は
菅
野
共
済
部
長
か
ら

現
況
の
報
告
が
行
わ
れ
、
今

回
の
制
度
改
善
に
伴
っ
て
一

層
の
加
入
者
増
へ
の
協
力
を

お
願
い
し
、
閉
会
し
た
。

①月払でコツコツと  

600
1200

2400

3600

602
1236

2609

4133例：10口（10万円）のご加入例

（万円）  

（経過期間）

5年 10年 20年 30年

②一時払で一気に

515.3 542.9
602.6

668.9

5年 10年 20年 30年

例：10口（500万円）のご加入例

500万円

（掛金）

（万円）

（経過期間）
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不
安
定
な
時
代

理
事
会
だ
よ
り

■
第
12
回
理
事
会

日
時　

3
月
22
日
（
火
）

場
所　
本
会
会
議
室（
ウ
ェ
ブ
）

協
議
事
項

①
４
月
度
の
主
な
活
動
に
つ

い
て

②
２
０
２
１
年
度
総
括
活
動

報
告（
案
）、
２
０
２
２
年

度
活
動
方
針
（
案
）
に
つ

い
て

③
２
０
２
２
年
度
予
算（
案
）

に
つ
い
て

④
予
算
第
２
次
案
に
つ
い
て

⑤
各
支
部
に
お
け
る
決
算
状

況
及
び
支
部
活
動
費
の
活

動
支
援
金
の
支
給
に
つ
い

て
⑥
保
団
連
専
門
部
員
・
委
員

候
補
の
推
薦
に
つ
い
て

⑦
保
団
連
「
研
究
会
交
流
サ

イ
ト
立
ち
上
げ
と
掲
載
の

お
願
い
」
に
つ
い
て

︿
３
月
﹀

５
日　

開
業
医
の
た
め
の
実

務
セ
ミ
ナ
ー

12
日　

共
済
制
度
運
営
委
員

会

28
日　

歯
科
新
点
数
検
討
会

　

も
と
も
と
世
の
中
は
不
安

定
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
こ
何

年
か
は
想
定
外
の
こ
と
が
増

え
続
け
て
い
る
。
大
方
の
予

想
は
は
ず
れ
「
過
去
に
例
を

み
な
い
」
と
か
「
数
十
年
に

一
度
」
な
ど
の
言
葉
が
踊
っ

て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
、
大

雪
、
洪
水
な
ど
自
然
現
象
が

立
て
続
け
に
起
き
て
い
る
。

し
か
も
そ
の
対
策
が
場
当
た

り
的
と
い
う
か
、
そ
の
場
し

の
ぎ
と
い
う
か
、
良
く
分
か

ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
あ
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
で
は
多
く
の

学
識
経
験
者
が
い
ろ
い
ろ
と

ウ
イ
ル
ス
の
解
説
や
感
染
対

策
を
述
べ
て
い
る
が
未
だ
そ

の
出
口
が
見
え
ず
、
最
終
目

標
を
何
処
に
す
る
か
も
分
か

ら
な
い
。
ウ
イ
ル
ス
の
弱
毒

化
と
国
民
の
中
和
抗
体
獲
得

が
目
的
な
ら
ば
時
間
稼
ぎ
の

ワ
ク
チ
ン
は
あ
る
程
度
の
効

果
は
認
め
る
が
、
特
効
薬
が

出
る
ま
で
は
１
０
０
年
前
の

ス
ペ
イ
ン
風
邪
の
対
策
と
一

保
険
医
会
の
動
き

緒
で
、
い
ず
れ
は
終
息
す
る

の
を
待
つ
し
か
無
い
の
か
。

と
り
あ
え
ず
窓
を
全
開
で
感

染
予
防
し
て
診
療
す
る
し
か

な
い
現
状
で
あ
る
。

　

自
然
現
象
に
対
す
る
行
政

の
準
備
も
避
難
指
示
の
警
告

の
み
で
あ
り
対
策
は
後
手
に

回
っ
て
い
る
。札
幌
の
大
雪
の

時
、
Ｊ
Ｒ
の
除
雪
は
雪
が
止

ん
で
か
ら
人
海
戦
術
で
行
っ

て
い
た
よ
う
だ
が
、
旧
国
鉄

時
代
を
知
る
人
に
よ
る
と
保

線
は
自
宅
前
の
除
雪
と
異
な

り
熟
練
の
技
が
必
要
だ
と
言

っ
て
い
た
。本
来
放
っ
て
お
い

て
も
暖
か
く
な
り
雪
は
自
然

に
解
け
る
の
だ
が
、そ
れ
を
待

つ
こ
と
も
出
来
ず
、
人
間
社

会
と
は
厄
介
な
も
の
で
あ
る
。

　

厄
介
と
い
え
ば
ロ
シ
ア
の

暴
挙
で
あ
る
。
厄
介
と
い
う

言
葉
で
は
片
付
け
ら
れ
な
い

悲
惨
な
行
為
で
あ
る
。
い
ろ

い
ろ
な
理
屈
を
言
っ
て
も
共

感
を
得
ら
れ
る
こ
と
は
な

い
。
ロ
シ
ア
は
自
衛
で
も
な

く
正
義
も
な
く
、
目
的
も
自

国
の
利
益
も
不
明
の
ま
ま
世

界
を
敵
に
し
て
い
る
。
終
戦

は
た
っ
た
一
人
の
決
断
に
か

か
っ
て
い
る
。
戦
争
は
撤
退

が
一
番
難
し
い
と
い
う
が
ま

さ
に
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
グ
ー
グ
ル
で

北
方
四
島
を
見
る
と
根
室
か

ら
直
ぐ
の
国
後
、
択
捉
に
ロ

シ
ア
の
軍
事
基
地
と
思
わ
れ

る
飛
行
場
と
数
機
の
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
が
見
え
る
。
知
床
半

島
か
ら
の
距
離
は
札
幌
か
ら

苫
小
牧
く
ら
い
で
あ
る
。
こ

れ
か
ら
の
災
害
や
突
発
的
事

態
に
ど
の
よ
う
に
備
え
る
べ

き
な
の
か
考
え
な
く
て
は
な

ら
な
い
。

（
松
本
）

高
橋　

浩
二
先
生

２
月
６
日
ご
逝
去（
74
歳
）

佐
藤　

幸
作
先
生

２
月
16
日
ご
逝
去（
61
歳
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

　4月からの診療報酬改定により、投薬関係では医師がやむを得ない理由があ
ると判断した場合以外は湿布薬の１処方の上限枚数が70枚から63枚に減らさ
れ、「リフィル処方」の仕組み等が新たに設けられました。下記に改正内容の
概要を掲載しますので内容をご確認下さい。

１．湿布薬の投与上限枚数
　湿布薬の処方について、上限枚数が、１処方につき原則70枚から63枚に減
らされた。ただし、医師が必要を認め処方箋及びレセプトに理由を記載した場
合に、上限を超えて投薬できる取扱いに変更はない。

２．処方料の外来後発医薬品使用体制加算
　処方料の外来後発医薬品使用体制加算１～3について、それぞれの後発医薬
品使用数量割合が厳しくされ、加算１が「90％以上」、加算２が「85％以上
90％未満」、加算3が「75％以上85％未満」となった。点数に変更はない。
ア 　従前の外来後発医薬品使用体制加算の届出を行っている医療機関も、4月

以降に外来後発医薬品使用体制加算を算定する場合は、改めて届出が必要と
なる。

イ 　後発医薬品の出荷停止や出荷調整の状況から、外来後発医薬品使用体制加
算の使用数量割合の算出対象から除外しても差し支えない医薬品について、
3月4日に「後発医薬品の出荷停止等を踏まえた診療報酬上の臨時的な取扱
いについて」の事務連絡が新たに発出され、外来後発医薬品使用体制加算の
使用数量割合の算出対象から除外しても差し支えない医薬品について、
2022年９月30日までは以下のように取り扱うこととされた（「別添２-１」、

「別添２-２」については紙面の都合で割愛）。
　・ 　2022年１月～3月の実績により4月20日までに届出する場合は、新た

な除外リスト「別添２-１」を用いることとされた。
　・ 　2022年4月以降の実績の算出を行う場合は、「別添２-２」の除外リス

トを用いる。

３．リフィル処方
（１） 　一定期間内に処方箋を反復使用するリフィル処方の仕組みが設けられ

た。リフィル処方を行った場合も処方料の算定は１回のみで点数も差異は
ない。

（２） 　リフィル処方の導入に伴い、処方箋（様式第二号）の様式が変更された。
改定後も改定前の処方箋（旧様式）を新たな様式とみなし、リフィル処方
を行う際には、当分の間、旧様式を取り繕って使用することができること
とされた。

＜リフィル処方箋の仕組み＞

（3）　リフィル処方箋を使用する場合は、以下の取扱いとすることとされた。
ア 　リフィル処方箋の総使用回数の上限は3回までとする。１回あたりの

投薬期間や総投与期間は医師の医学的判断で行う。
イ 　リフィル処方を行う場合は、処方箋の「リフィル可」欄に「✓」点を

記入し、使用回数の上限を記載する。 
ウ 　保険医療機関及び保険医療養担当規則で投与量に限度が定められてい

る医薬品（薬価収載１年以内の新医薬品含む）と湿布薬については、リ
フィル処方箋による投薬を行うことはできない。

エ 　リフィル処方箋による１回目の調剤可能期間は、通常の処方箋の場合
と同様（使用期間欄の記載がない場合は交付日を含め4日以内）となる。
２回目以降の調剤については、原則として前回の調剤日を起点として当
該調剤に係る投薬期間を経過する日を次回調剤予定日とし、その前後７
日以内とする。

（4） 　リフィル処方箋により調剤した保険薬局の保険薬剤師は調剤した内容、
患者の服薬状況等について、必要に応じ処方医へ情報提供を行うことと、
またリフィル処方箋による調剤が不適切と判断した場合には受診勧奨を行
い、処方医に速やかに情報提供を行うこととされた。

（５） 　処方箋の交付について、リフィル処方を行う医薬品と行わない医薬品を
処方する場合には、処方箋を分ける必要がある。また、２種類以上の医薬
品を投薬する場合であって、それぞれの医薬品に係るリフィル処方箋の１
回の使用による投薬期間が異なる場合又はリフィル処方箋の使用回数の上
限が異なる場合も、処方箋を分ける必要がある。

調
剤
可
能
な
の
は
前
後
７
日
間

※30日分を3回処方するケース

診察

診察

医師 患者 薬剤師

１回目
30日後

30日後

リフィル処方箋は
3回分利用可能

２回目
(処方箋料なし )

３回目
(処方箋料なし )

※診察が必要な場合

診察なし

診察なし

リフィル
処 方 箋

✓30日分調剤
次回調剤予定日
を処方箋に記載

体調・残薬の確認
必要に応じて
受診を勧める

✓30日分調剤
次回調剤予定日
を処方箋に記載

体調・残薬の確認
必要に応じて
受診を勧める

✓30日分調剤

再利用

再利用

【保険の特長】
⚫ ケガや病気により働けない期間、平均月間所得額の範囲で個人の収

入を補償します。
⚫ 保険料のお支払いに「医療法人口座」を指定される場合は、保険料が

損金扱いになります。その場合は医療法人の役職員全員にご加入い
ただきます。
※本会会員が医療法人代表者（理事長）であることが条件です。

⚫ 無事故戻し返れい金はありませんので、その分掛金がお安くなって
います。

【保険の特長】

団体所得補償保険

お問い合わせは　北海道保険医会　 Tel  011- 231- 6281　まで

団体割引

15％
適用!

投薬に関する改定点




